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高学歴主婦の個人的空間確保の実態と意識＊
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Inthispaper,thegraduatehousewifemeansahousewifewithhighereducation・

objective:ThegoalofthisstudyistodevelophouseplanningtoenableindependentUfestylesfOrall

familymembers、Thisreportaimsatassessingtheactualconditjonsandeffectsofprovidingthe

graduatehousewifewithprivatespaceMethod：Surveyofdifferentagegroupsbymeansofmailed

questionnaireThesurveywasconductedinOctober,l994Results:１)Approximately60％ofgraduate

housewlv:ｓｃｌａｉｍｔｏｈａｖｅｔｈｅｉｒｏｗｎ"privatespace､''２）Approximately50％ｏｆｔｈｅｓｅ（graduate
housewiveshavingtheirownprivatespace)claimtohave"isolatedprivatespace・''８)Theproportionof

graduatehousewiｖｅｓｈａｖｍｇｔｈｅｉｒｏｗｎｐｒｉｖａｔｅｓｐａｃｅｉｓｈｉｇｈｅｒｉｎｆａｍｉｌｉｅｓＭｔｈｎｏｃｈｉｌｄｔｈａｎmfamihes

withachildorchildren4）Theproportionofgraduatehousewiveshavmgtheirownprivatespaceis

higherinfanUheshvingtogetherwithparent(s）thanmnuclearfamjlies5）Fiftypercentofgraduate

housewiveshavingtheirprivatespacefeeltｈａｔｔｈｅｙａｒｅ“hberated''oftheirfamilyandtheirprivate

spaceis“ofmuchuse.”６）Theproportjonofgraduatehousemveshavingtheirownprivatespaceis

higherthanthatofgraduatehousemvesnothavingtheirownｐｒｉｖａｔｅｓｐａｃｅｉｆｔｈｅａｒｅａｏｆｔｈｅｈｏｕｓe

affordsgreaterthan40m2fOreachperson．

（ReceivedDecember5,1996）

Keywords:housewife主婦，privatespace個人的空間，ｌｉｆｅstageライフステージ，communica‐

tionコミュニケーション，independence自立，house-planning住居計画，ｈｆｅｓｔｙｌｅライフスタ
イル．

従来から「主婦＝家事労働担当者」という認識が家

族にも主婦自身にもあるとみられてきたそのため主

婦自身の楽しみや学習などの個人的行為は家事労働行

為の合間をみつけてなされることが多く，仮に「主婦

の個人的空間」が住居内に意識的に設けられたとして

も，家事労働空間の領域内が多かった（町田1993)．

一方では，既婚女↓性の社会参加，あるいは家事労働

方法の自動化・社会化によって，「主婦＝家事労働担

当者」の意識が「家事労働担当者＝家族全員」の意識

へと変わりつつある．また長寿化傾向によって，老後

の自立した生活への関心が高まりつつある．このよう

な背景のもとで，家族それぞれが家事労働に参加し得

るようなライフスタイルの育成が求められるようにな

１．緒言

既婚女性が「自分の個室，あるいは自分専用の空間

を持っている」と意識している場合，その空間を本報

では「主婦の個人的空間」と定義している．したがっ

てこの個人的空間は，「他室から独立した個室」のよ

うにプライバシーがほぼ完全に守られている空間から，

ある部屋の部分的空間（自分専用の収納場所になって

いる空間など）まで広範囲にわたっている．本報では

高学歴を持つ主婦の個人的空間確保の実態とその意識

を明らかにすることを目的としている．

＊本報は，、家族の自立を促すための住居計画的研究（A

HousePlanningStudyWhichEncouragesIndepen‐

denceoftheFamily）の一環である．
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Ｋ独立タイプ６％（45/807）である．

主婦の平均年齢は46.3歳，世帯主（男）の平均年

齢は４９．０歳である．主婦の就業者は５２％（419/807）

で，そのうち４割強（175/419）は常勤雇用者であり，

世帯主はサラリーマンが75％（608/807）を占めてい

る．主婦の年齢，および職業の分布は図２，３のとお

りである.、

家族構成については，親の同居の有無でみると，親

非同居が81％（652/807)，親同居16％（128/807）で

ある．同居している子供がいる家族は７３％（592/807）

を占め，子供なし（下宿，結婚などによる別居を含む）

は23％（188/807）である．なお「子供あり」家族の

うち，末子の年齢によって乳幼児，小学生，中学・高

校生（以下，中高生とする)，大学生・社会人の各ス

テージ別にみると，２７％（159/592)，１６％（97/592)，

16％（93/592)，４１％（243/592）であった．家族人数

ってきた．

本研究は，「家事労働担当者＝家族全員」の意識を

育て，家族のそれぞれが自立できるような住生活（こ

れを「家族の自立的生活」とする）の定着のために意

義あるものと考える．したがって本報は，それらを可

能にする住居計画のありかたを探るための－資料とし

て位置づけている．

関連する既存研究として，村井等（1993,265)，金

平等（1994,107)，新田等（1993,277)，Ｏｍａｔａ(1995,

147)，鈴木等（1995,178）などの研究がある．しか

し幅広いライフステージを対象とし，家族の自立との

関わりに注目した研究例は少ない（町田と坂田1995）

といえる．

なお本研究における主婦とは，「家庭運営に責任を

持つ既婚女性」を指しており，母親あるいは妻の包括

的な総称である．したがって主婦は，専業主婦だけで

はなく就労主婦も含めるものとする．

０
０
０
０
０
０

賂
》
、
８
６
４
２

２．研究方法

郵送によるアンケート調査を実施した．調査対象者

は，①幅広いライフステージ層，②女性の高学歴化

社会に対応，③家政学や生活科学に対し一定水準以

上の関心を持つ層，などを考慮し，京都府立大学生活

科学分野の卒業生（1953～l993卒の４０年余り）全員

とした．配布数は1,526,回収数は８０９，回収率53.0

％，有効回収数は８０７例，有効回収率は５２．９％であ

る．調査実施時期は1994年１０月中旬である．

アンケート調査の内容は，個人的空間の所有の有無

別に設定した．所有者（以下，個人的空間「あり」と

もいう）については，空間のタイプ，所有契機，用途，

使用頻度，置いてある物，意識，理想像などであり，

非所有者（以下，個人的空間「なし」ともいう）につ

いては，個人的空間の希望の有無，個人的空間に対す

る意識，所有希望時期，理想像，希望用途，現状の個

人的生活の場，持ち物の置き場などである．

㎡/人

図１．住宅のタイプー(同居中の家族）ｌ人当たりの

面積別

（N=807）
（蟻）

29以下30-3ﾑﾘ35-3140-4凶Ｉ栢翻50-男弱-”６０以上不明

2０４０６０８０100％

図２．主婦の年齢分布

0

３．研究結果および考察

（１）調査対象世帯の概要（％値は小数第１位で四捨

五入）

住宅形式は，一戸建て６７％（537/807)，集合住宅

28％（227/807)，その他１％（12/807）で，その広さ

(同居している家族１人当たりの面積）は図１のとお

りである．Ｌ,Ｄ,Ｋの配置からみた間取り形式は，ＬＤＫ

型タイプ68％（551/807)，ＤＫタイプ27％(214/807)，

(Ｎ=807）

常 ﾌｑ歴ローそびＭｆｂ

４０６０８０100％
２０

図３．主婦の職業分布

0
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'よ，４人（31％，248/807)，がとくに多く，次いで３

人（29％，235/807)，２人（20％，162/807)，５人（１２

％，９７/807）と続く．子供の数は２人(35％，283/807)，

1人（29％，235/807）の順に多い．

（２）個人的空間の所有実態と意識

ｌ）個人的空間のタイプ

アンケート調査用紙の冒頭に「あなたには自分の個

室，あるいは自分専用の空間（寝室に自分の空間があ

る，台所に自分のスペースがある，夫と共同の書斎が

ある，など）がありますか」と問いかけ，「ある」の

回答者には，図４を示して該当するものを選択させた．

全調査対象者のうち個人的空間「あり」の主婦は

58％（467/807）であり，そのうち約５割（238/467）

は「他室から独立した個室」（以下，「独立タイプ」と

いう）を持っている（図５)．個人的空間を持たない

主婦は４２％（335/807）である．

２）家族の状態別にみた個人的空間の所有

表ｌをみると，主婦の個人的空間「あり」の割合は，

同居の子供がいない方（67％，126/188）が「子供あ

り」（55％，326/592）に比べて高い．また「子供あり」

ではステージが進むにつれて，「子供なし」では主婦

の年齢が増すにつれて，所有率が高まる傾向にある．

これは，子供の成長に伴い自身の生活を重視する意識

が強まったり，年長の子供の別居などにより，主婦の

個人的空間を確保しやすくなるためと思われる（後述

の表３，図９参照)．親同居・非同居別に所有率をみ

ると，親同居（68％，８７/128）が，親非同居（56％，

365/652）に比べて高い傾向がみられる．サンプル数

に差があるが，９５％の信頼度で有意差が認められた．

これは，ｌ人当たりの住宅の平均面積が,親同居(39.0

□
1他室から独立した個室

EII=］
３京族と共同の独立室

(238）他室から独立

つながっているが、
区切れる

共同の独立室

部屋の一角

区切りはないが､一定の
収納空間や場所がある

不明

ロロ
１１．６２居間・食堂・寝室などと

繋がりがあるが区切る頚

ができる個室 ｛よ実数）翻

１８．４８６

ﾜﾆii;w：
４１コ

0E二］Ｆつこ D-q

５居間・食堂・台所などに
４硬室・居間などの一角

区切りはぱいが決まった
に投げられた専用空間

収鏑・場所がある

図４．アンケート用紙にFＩ示した個人的空間のタイプ

０２０４０

図５．個人的空間のタイプ別割合

ｊ

帥
％く

表１．ライフステージ別個人的空間の所有率一親同居の有無別一

全世帯 親非同居世帯 親同居世帯
ライフステージ

あり/全体所有率（％）あり/全体所有率（％）あり/全体所有率（％）

若夫婦

夫婦と幼児

夫婦と小学生

夫婦と中高生

夫婦と大学生・社会人

中年夫婦

老年夫婦

３２／６９

５９/159

４９／９７

５６／93

162/243

５９／７７

３５／４２

６
７
１
０
７
７
３

４
３
５
６
６
７
８

２７／６１

４２/127

３８／８１

４５／78

140/212

４７／６２

２６／３１

４
３
７
８
６
６
４

４
３
４
５
６
７
８

５／8

17／３２

１１／１６

１１／１５

２２／３１

１２／１５

９／１１

３
３
９
３
１
０
２

６
５
６
７
７
８
８

(不明を除く)計

不明

452/780

１５２７

5８ 365/652 5６ 87/128 6８

合計 467/807 5８

若夫婦：主婦が20～30歳代，中年夫婦：主婦が40～50歳代，老年夫婦：主婦が60歳以上．ライフステージの子供年齢は
末子を基準とする．
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ではやや高い（図８)．

４）個人的空間の使われ方

主婦の個人的空間の使用内容は，「趣駒（48％)＞

｢仕事」（40％)＞｢読書」（36％）の順に多い（表2)．

従来の「主婦の個人的空間」は住居計画上考慮された

としても，家事労働空間の領域内にある例が少なくな

かったことから，「家事」使用に注目してみる．

子供が同居している場合，「家事」に使用する主婦

は３割弱で他と比べて高率ではない．とくに末子が

｢乳幼児」から「小学生」「中高生」へとステージが進

むにつれ，主婦の「家事」使用率は低下する．逆に，

｢仕事」や「１人になりたいとき」などの他に邪魔さ

れたくないような使用内容は，末子が「乳幼児」から

｢中高生」のステージに進むにつれ，高率になる．す

なわち，末子の成長に伴い，自ずと主婦の方も家事と

は切り離した自分自身のための使い方をする傾向がみ

られる．「主婦の個人的空間」を家事室，もしくは家

事コーナーと兼ねさせたりして家事労働空間の領域内

に計画する場合は，末子年齢が低いステージの主婦に

は受け入れられやすいと思われる．

個人的空間の使用頻度については，６９％（324/467）

が「毎日」使用している．「あまり使わない」などの

｢使わない」層（７％，３４/467）の主な理由は「時間

がない」であり，「狭い」「寒い」など空間的条件の悪

さに起因する理由をあげる主婦は「使わない」層の２

割弱で少数であった．

個人的空間を「結婚時」にすでに所有している主婦

が30％を占めている（表3)．「子供が（）歳位の時」

も３０％を占めているが，その年齢分布をみると，そ

の約３割が８～１０歳である．個人的空間所有の契機を

主婦の職業状態別でみると，「常勤雇用」では個人的

空間「あり」の主婦の半数近く（47％，４７/101）が

ｍ２）の方が親非同居（34.9,2）よりも若干広めで

あり，かつ以下に述べるように個人的空間「あり」層

の住宅面積（ｍ２/人）の分布状態から，住宅の広さと

の関係が考えられる．ｌ人当たりの住宅の面積が４０

，２以上になると，図６に示すように，親同居の占め

る割合が親非同居より高くなり，図７に示すように，

個人的空間「あり」の割合が「なし」より高くなる．

つまり，住宅の広さとの関係において，親同居の有無

の比率の差，あるいは個人的空間の有無の比率の差は，

いずれＭＯｍ２/人を境界点として逆転している．以

上から，親同居層では親非同居層に比べてｌ人当たり

の住宅の面積がやや広いことが,個人的空間を確保し

やすくさせているものと思われる．

３）主婦の職業と個人的空間

有職主婦の割合は，個人的空間「あり」層では５６

％（260/467)，「なし」層では４７％（,59/335）であ

り，個人的空間を持つ層において高い.有職主婦の職

業別分布状態を見ると，個人的空間「あり」ではパー

ト゛アルバイト層の割合がやや低く，自営業・内職層

％
釦

親非同居

親同居

５
０
５
０
５
０

２
２
１
１

Ｉ 。ト回｢Ｉ

図６．１人当たりの住宅の広さ－親同居・親非同居別

田無

常勤鬮

自宅外自営

自宅自営

内

パート・アルバイ

その

314４ あり

なし

415

１'7５
有無の不

Ｚ７明（５）
および職

３５業の不明
（69）を

2，除く

120

３

２

１

;凰拙ね朧 3３

0 ５０100％

図８．個人的空間の有無一主婦の職業別図７．１人当たりの住宅の広さ一個人的空間の有無別

７８ (928）



高学歴主婦の個人的空間確保の実態と意識

表２．個人的空間の使われ方一ライフステージ別一

(上段：実数，下段：％）

個人的１人に

空間｢あ仕事趣味家事読書蟇聲考え事勉強就寝昼寝柳たその他
り」の計い時

ライフステージ

１
Ｊ
１
１
１
１
１

２
０
９
０
９
０
６
０
２
０
９
０
５
０

３
０
５
０
４
０
５
０
６
０
５
０
３
０

１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
Ｉ
Ｉ
！
Ｉ
Ｉ

人〈
云
社

生
生
生

児
学
高
学

幼
小
中
大
婦
婦

婦
と
と
と
と
夫
夫

夫
婦
婦
婦
婦
年
年

若
夫
夫
夫
夫
中
老

咀
仙
肥
⑰
咀
測
旧
鋤
皿
如
弱
鋤
朋
⑪

く
ｌ
く
ｌ
く
く
Ｉ

７
皿
羽
卿
妬
副
犯
、
田
畑
田
切
、
鋤

ｊ
グ
ロ
ロ
■
■
、
、
〃
〃
〃
■
且
■
ｎ
、
〃
〃
■
■
■
■
、
、
〃
〃
□
■
■
■
、
、
〃
〃
ロ
ロ
ｕ
ｕ
豆
。
〃
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
曰
、
、
二
〃
〃
口
Ｏ
ｕ
ｎ
ｎ
、

１３

(41）

２１

(36）

１３

(27）

１０

(18）

３７

(23）

１６

(27）

１１

(31）

１２

(38）

１６

(27）

１８

(37）

２３

(41）

５３

(33）

２４

(41）

１７

(49）

６
（
Ｗ
１
ｍ
４
印
５
功
旧
功
９
曰
４
，

１
１
１

ノ
ー
ｉ
く
ｌ
ｌ
く
Ｉ

３

（９）

４

（７）

８

(16）

４

（７）

１４

（９）

５

（８）

４

(11）

６
期
２
③
、
刎
皿
刎
記
刈
蛆
肋
９
刑

ｌ
Ｉ
Ｉ
く
－
く

７

(22）

２０

(34）

１７

(35）

１９

(34）

３９

(24）

１７

(29）

６

(17）

１

(３）

２

(３）

３

(６）

５

(９）

１８

(11）

７

(12）

４

(11）

５

(16）

５

（８）

６

(12）

１１

(20）

２４

(15）

１４

(24）

３

（９）

７
⑰
、
⑰
３
⑥
６
ｍ
即
、
８
山
６
，

く
ｌ
く
く

(不明を除く）計 ４５２

(100）

179

(40）

218

(48）

１
１

２
町
１
く

３
１

６
妬
１
Ｉ

４
１

４
ｍ
Ｉ

４２

（９）

５
印

２
２
１
Ｉ

７
１

０
皿
１
！

０
１

４
９
Ｉ

６８

(15）

６０

(13）

表３．個人的空間をいつから持っていたか－ライフステージ別一

（左：実数，右（）内：％）

個人的空

間｢あり」

の計
結婚時丙鴬時孟隻後再就職後退職後転居後簔二後その他ライフステージ

若夫婦３２

夫婦と幼児５９

夫婦と小学生４９

夫婦と中高生５６

夫婦と大学生・社会人162

中年夫婦５９

老年夫婦３５

(100）

(100）

(100）

(100）

(100）

(100）

(100）

（８１）

（４２）

（４５）

（３６）

（１７）

（１４）

（２３）

（０）

（２４）

（２９）

（３４）

（３７）

（３７）

(２０）

２（６）
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０（０）

１（２）
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1３（３７）
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６（１２）

５（９）

1８（１１）
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２（６）

０
４
４
９
０
２
７

１
１
１
６
２

１（

４（

０（

４（

1３（

３（

’（

3）

7）

0）

7）

8）

5）
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０
２
３
２
０
２
１

１

１
３
４
４
４
３
１

Ｉ
Ｉ
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！
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Ｉ
Ｉ
く
Ｉ

(不明を除く）計４５２（100）１３６（３０）１３６（３０）６３（１４）２０（４）７（２）２２（５）４１（９）２３（５）

｢結婚時」から持ち始めて今日に至っている（図９)．

これは，「常勤雇用」主婦の使用内容が｢仕事」（49％）

＞趣味（40％)＞読書（39％）の順に高く，「仕事」が

とくに高いこと，および，勤務先の業種は不明である

が，調査対象者が高学歴であり，その仕事を持ち帰っ

てでもできる場合が少なくないことから，個人的空間

を「結婚時」以来確保し続けることができたものと恩

われる．

（３）個人的空間「あり」の主婦の意識

１）個人的空間の所有に関する主婦の評価

個人的空間「あり」の主婦のその意識を明らかにす

るために，「なし」の主婦の意識と比較してみる．す

なわち，「あり」で「必要」と思っている層，「なし」

で「欲しい」と思っている層，「あり」Ｉこもかかわら
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図９．いつから持っていたか－個人的空間「あり」の主婦の職業状態別

便宜性 家族との接触解放感

国あり・必要Ｎ=424

なし.欲しい Ｎ=２３７

あり・不要 Ｎ=２１

なし．欲しくないＮ=go

一ルーＩ擁

０ 5０ 1０００

％

5０１０００

％

5０ １００

％

質問の内容＊

どちらかと言えば肯定的（欲しい，必要） どちらかと言えば否定的（欲しくない，不要）

解放感そこにいるときは家族から解放されてホッとする

（家族から解放されて1人になりたいときがある）

便宜性自分の物を自由に置いたり，やりかけのままにで

きるので便利（自分の自由にできる空間がほしい

し，必要）

家族との接触家族各々がプライベートな空間を持つことはいい

（個人のプライバシーは大切なので，できれば欲し

い）

そこにいても家族が気になったりさびしくなった

りして落ち着かない（いつでも家族の傍にいたい）

片付ける場所が－つ余分にあるようで面倒（掃除

や片付けの場所が増えるのは嫌）

そこにいると家族のコミュニケーションが減る

(家族とのコミュニケーションが減るので持ちたく

ない）

*上段：個人的空間の「あり」主婦層向け，下段（）内：個人的空間の「なし」主婦層向け．ただし以下の不明を除く

個人的空間の有無が不明(5)，（個人的空間の「あり」主婦層の）必要性の有無が不明（22)，（個人的空間の「なし」
主婦層の）希望の有無が不明(8)．

図１０．個人的空間についての意識（個人的空間「なし」層との比較）

ず「不要」と思っている層，「なし」で「欲しくない」

と思っている層，の４グループに分けて，家族からの

解放に関する意識（以下「解放感」とする)，持ち物

の管理や使用上の便宜に関する意識（同「便宜性｣)，

プライバシー確保と家族との接触に関する意識（同

「家族との接触｣）を調べた結果は，図１０に示すとお

りである．なお「解放感」「便宜性」「家族との接触」

については，個人的空間に賛成を意味する内容（肯定

的）と反対を意味する内容（否定的）を対で示して

「あなたの考え方に近いのはどちらか」と尋ね，いず

(930）8０
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高学歴主婦の個人的空間確保の実態と意識

れかを選択する質問形式にした．また，その尋ね方は

個人的空間「あり」の主婦向け，「なし」の主婦向け

の，それぞれに相応しいと思われる文章表現を用いた．

その結果は，「解放感」「便宜性」の意識のいずれに

ついても個人的空間「あり」層で肯定意識がもっとも

高く，次いで個人的空間「なし」であるが欲しいと思

っている層となっている．個人的空間「あり」にもか

かわらず不要と思っている層では，「落ち着かない」

(5/２１，２割強)，「片づけが面倒」（6/２１，３割弱）の

否定意識が若干みられるものの，６～７割が「解放感」

｢便宜性」の点で個人的空間を肯定的にとらえている．

しかし個人的空間「なし」で欲しくないと思っている

層では，「いつでも家族の傍にいたい」が６割弱（53／

90)，「掃除や片づけの場所が増えるのは嫌」が５割弱

(41/90）を占め，個人的空間否定意識が相対的に高い．

一方「家族との接触」の意識については，図１０に

示すように個人的空間が必要・欲しいと思っている層

と，不要.欲しくないと思っている層では相反する違

いがみられる．したがって「家族との接触」の意識，

すなわちプライバシー重視か，コミュニケーション重

視か，が個人的空間の評価を左右する要因になると考

えられる．

２）家族とのコミュニケーション

「家族との接触」の意識，とくに家族とのコミュニ

ケーションについて分析してみる．すなわち，個人的

空間「あり」の場合，家族とのコミュニケーションが

減ると思うかどうかについて，主婦の職業の状態（時

間的拘束の程度）による影響を調べた．その結果，図

１１に示すように専業主婦や内職・パートなどの主婦

が，常勤雇用者・自宅外自営業の主婦より「減ると思

う」割合が高い（ｘ２乗検定により５％水準で有意差

あり)．つまり家族との接触可能時間が比較的長いと

思われる主婦層の方が「コミュニケーションが減る」

ことを危'|具する傾向がみられることがわかった．

したがって「家族とのコミュニケーションが減る」

という意識には，個人的空間使用に伴う物理的要因

(顔を合わせにくい，一緒にいないから話せない，な

ど）よりも主婦自身の主観的要因（淋しい，不安，な

ど）がより強く作用しているものと思われる．

一方，個人的空間「あり」の主婦のうち「コミュニ

ケーションが減る」と答えた主婦は１割（48/467）で

あるが，その使用頻度をみると，「毎日使う」「時々使

う」を合わせて８割強（(26＋13)/48）を占めている．

つまり「コミュニケーションが減る」と１割の主婦は

経験上思うものの，その大半が使用している現状であ

る．これらの結果より，主婦が個人的空間を持つと

｢家族とのコミュニケーションが減る」という危I倶は

あるものの「だから使用しない」とするほどの強い影

響力があるとは考えられない．

３）家族の家事参加と個人的空間の有無

家族の個別化が進めば，家族がバラバラになるか，

もしくは，まとまろうとするかの，二面性があるとい

う意見がある（長津1995)．本研究では，家族がまと

まろうとする方向，つまり生活的自立を通じて家族が

まとまろうとする意識が芽生え育成されるのではない

か，という観点に立っている．具体的に言うと，主婦

の個人的空間の保持→主婦の個人`性の確立→家事に関

し主婦に安易に頼れない→家族の家事参加の機会が増

加→家族がまとまろうとする意識の形成→家族の生活

的自立の育成，という流れである．

そこで個人的空間の有無が家族の家事参加にどの程

度関わっているかについて調べてみた．図１２に示す

ように，個人的空間「あり」の方がやや手伝う傾向が

あるものの，明らかな結果は得られなかった．

今日では，家事労働などの生活技術の方法は変化し，

主婦しかできないという家事労働はほとんどなくなっ

た．家族が家事参加の機会を多く持って，家事意識が

育成されれば家族の生活的自立への可能性は高い．そ

家族とのコミュニ

ケーションが減る
プライペート空間

を持つことはいい

１）常勤恩用者自宅外目

2）無職・自宅自営薬・内職

Ｎ

０
２０４０６０８０100％

！）は時間的拘束がやや強いと思われる仕駆内容
２）はＩ）に比べて時間的拘束力廟いと思われる仕事内容でパートアルバイトなど含む

図１１．主婦の個人的空間「あり」による「家族との
接触」意識一主婦の職業状態別

Ｎ

020４０６０８０100％

図12．個人的空間の有無別家族の家事参加状態
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下綾子（大阪ガス・ハウゼコール）さんに，そして調

査の実施にあたり京都府立大学の卒業生に，多大のご

協力をいただきました．深く感謝の意を表します．本

研究は，平成６，７年度の文部省科学研究費補助金(一

般研究ｃ）の交付により実施し，本報告の一部は㈱

日本家政学会第４７回大会（1995）において発表した

ものである．

の方策の一つとして主婦の個人的空間の確保が考えら

れる．今後どのような個人的空間にその可能性がある

かについて，具体的に明らかにする必要があるだろう．

４．要約

高学歴を持ち，生活科学の素養がある主婦層を対象

に個人的空間の所有実態と意識について調べ，次のよ

うな結果を得た゛なお本報における個人的空間とは，

｢自分の個室，あるいは自分専用の空間を持っている」

場合の，その空間を指している．

（１）個人的空間「あり」の主婦は全調査対象者のう

ち６割弱であり，そのうち「独立タイプ」を持つ主婦

は，約５割である．

（２）個人的空間「あり」の主婦の割合は，現在「子

供あり」より「子供なし」の方が高い傾向がみられる．

（３）現在「子供あり」の家族では，主婦の個人的空

間「あり」の割合が子供の成長にともなって高まる傾

向がみられる．

（４）主婦の個人的空間「あり」の割合は，親同居の

方が親非同居よりも高い傾向がみられる．

（５）個人的空間の使用内容は，「趣味」や「仕事」

の割合が比較的高く，「家事」は３割弱で比較的低い．

（６）主婦の個人的空間は，家族からの解放感，自由

に使用できるという便宜性，プライバシー保持の点で

｢あり」層の評価が高い．

（７）主婦の個人的空間「あり」の割合は，同居家族

1人当たり４０，２以上の住宅面積の場合に，「なし」

の割合より高くなる．
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